
三宮真智子教授 最終講義 

日時：2019年3月16日(土) 

     15：00～16：30 

場所：人間科学研究科 本館  

    ３３講義室 

講演要旨 
 私は人間科学部３期生として入学し、博士前期・後期課程では
「文章処理における呈示様式の効果（モダリティー効果）」の実験
研究に携わっていました。同テーマで博士号を取得した後、少し研
究の幅を広げて、「コミュニケーションと思考・学習」をテーマと
した実験研究を行ってきました。そうした中で、1980年代に「メタ
認知」という概念に出会い、「自分の探していたものは、これ
だ！」と感じたのです。以来，30年以上に渡り、さまざまな角度か
らメタ認知を研究してきました。メタ認知とは、私たちの認知を認
知の対象として客観的にとらえることを意味する概念です。これは、
実験のテーマとしても非常に興味深いものですが、とりわけその実
用性、実践性に魅力があると考えられます。というのも、メタ認知
を働かせることにより、学び方や教え方、判断・意思決定、対人関
係、コミュニケーションなど、大きく言えば生き方そのものをも改
善することができるからです。 
 この最終講義では、私自身の個人史をふり返りながら、これまで
の研究の足跡をたどってみたいと思います。 
 

第30回人間科学セミナー 

ユメンヌホール（東館
第２０７講義室）に変更


